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2024 0224（土） 上田仮説サークル2024年2月例会資料

（ 内外教育よりティーチャープルーフ・カリキュラム、通信制高校について、など ）

滋野小 田中浩寿

1月27日の1月例会は、コロナ罹患のため欠席でした。2か月ぶりです。

1月20日～21日の「親子孫講座『磁石』上田」、2月11日～12日の「親子孫講座『磁石』中野」は、受講

者は少なかったものの、たのしく助手ができました。（1月28日の大道仮説「びりりん」上田は欠席。）

また、2月18日AM上田市中央公民館文化創造祭において、上田仮説サークルによる「折り染め体験」は十

数名の参加により、盛大（？）に体験講座が行われました。以前、科学講座においでた親子も来てくれて、嬉

しく思いました。

あと、3月3日の大道仮説「びりりん」中野、3月9日のまちかど科学クラブ最終回（渡邉先生、9年間に亘

って講師お務め、ありがとうございました！引き継げずスミマセン）と続きます。

子どもたちとの生活もあと少し。この前、講座売り場で自前で買った110円の安いおもちゃ類（へびごま、

ふきごま、日光に当てると色が変わる花、飛び出す編み棒）や、（たのしい授業2月号に載っていた）マジッ

ク「異次元のロープ」を持っていって教室でやったら、子どもたちはその後しばらく楽しんでやっていました。

年度末で、通知表や指導要録、個別の指導計画、個別の教育支援計画、引き継ぎ資料づくり、などなど、や

ることがいっぱいありますが、何とかせねば、です。

さて、今回もまたまた、紹介ばかりのレポートで、すみません。

1 『内外教育』2023年7月21日号より、子供のための授業づくり第28回「ティーチャープルーフ・カリキ

ュラム」（奈須正裕・上智大教授）で、仮説実験授業とキミ子方式が紹介されていました。

奈須先生は、いま信濃教育会教育研究所の特任所員も務められている教育学者で、たしか国立教育研究

所にもいたことがあります。なので、板倉先生のことも知っているはずです。『内外教育』は、教育総合

情報誌（たしか隔週ごと刊行）で、管理職や教育行政職もそれなりに購読しているようです。私としては

（購読すると高いので）長野大学でたまにみていて、偶然にこのシリーズと記事を見つけましたので、コ

ピーして紹介します。（ついでに板倉先生が国研にいた時の所長（菱村幸彦氏）の記事も載せます。）

この文章では仮説実験授業やキミ子方式について、いい面を認めつつ、やや批判的に書かれています。

そしてこの話は、ちょうど『たのしい授業』2024年2月号の、黒田康夫さんによる「授業のやりがいとは

なにか ～仮説実験授業は教師を失業させるか～」という論文にもつながる内容だと思います。

黒田さんは、『仮説実験授業資料叢書１（復刻版）仮説実験授業いま・むかし』（伊藤篤子編著・2009

年50年史編纂室、重弘忠晴）に記録されている板倉先生の論考を参考に、話をすすめています。

そこに「仮説実験授業は教師と失業させるか ～山住正己氏の指摘をめぐって～」が引用されていて、

特に、なるほどとうなずいたところが、以下の部分です。

たとえば科学教育の内容に関していえば、「授業書」があっても、いや、あるからこそ、教師は科学

の論理と科学的認識の成立過程について深い深い理解を持つよう勉強しなければならないはずである。

そのためには、科学史の本や科学者の伝記や科学の古典を読み、すぐれた科学啓蒙書を読むことも大切

であるが、何よりも子どもたち自身から学ばねばならないであろう。私には、「仮説実験授業を1年間

受けた子どもの優秀な部分に匹敵するような科学論・認識論を体得している教師は、いまのところほと

んど皆無」といってよいようにさえ思われるのである。

しかし、技術化された新しい授業における教師の役割を定式化することは、これからの問題である。

多くの人々の協力で、これが解決されることをのぞみたい。
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そして、私の感想として、「教師は自力で苦労して、子どもに合ったオーダーメイドな教材や授業をつ

くるべきであり、それを他力に委ねるのはよくない」という考え方がいまでも教育界にあると思います。

戦後初期からの生活単元・問題解決学習も、極々優秀な教師たちにより脈々と実践されています。伊那小

学校の教育研究はいままでも数々批判を受けながらも続けて来ていて、全国的に有名です。やはり、子ど

もを理解しようとしたり子どもから学ぼうとしたり、熱心に教育に取り組もうとする教師のあり方が必要

です。まえ牧衷さんの話で「板倉さんは初め、仮説実験授業は誰でもできます、と言ったが、訂正し、熱

心な教師ならば仮説実験授業は誰でもできます、とした」という言葉が耳に残っています。ＩＣＴなど急

速に進化していますが、教師のあり方として不易なものがあると言えます。

それにしても事務仕事が多い！！ これを先延ばしして遅れてしまいがちな相変わらずの私です。

2 通信制高校が、いますごく躍進しているらしい。

テレビ東京「カンブリア宮殿」（村上龍が司会）2023年11月16日に放映された、「十人十色の武器

を育てる。通信制高校 教育革命の全貌」でＮ高校長、奥平博一(おくひらひろかず)という人が紹介さ

れていました。長野県では土曜日午後に（日経スペシャル）「ガイアの夜明け」や、「アド街ック天

国」が数週間遅れて放映されますが、「カンブリア宮殿」は見られないのかな？ 私は「テレ東ＢＩ

Ｚ」というネット配信（月額550円）で、たまにチェックしていて、この前この番組がおもしろかっ

たので、紹介します。ネットで検索したら、ダイジェスト版（13分くらい）があり、誰でも見られま

す。通信制高校は、いままで自分は「不登校生徒の受け皿」というくらいにとらえていましたが、こ

のＮ高は、生徒数日本一！！ 一流大学に大勢、生徒を送り出しています。ＩＣＴを活用して内容的

にも方法的にもレベルの高い授業を実現しています。また、体験的学習を取り入れている（五島列島

での宿泊学習など）ところも、すごいなあと思います。

これもたまたまネットで「楽天マガジン」を見ていて、週刊誌「サンデー毎日」2024年2月11日

号に、「通信制高校の、大学受験の底力」という記事があったので、スクショしてコピーして紹介し

ます。そういえば、上田にも「クラーク国際高」「さくら国際高」があり、佐久には「地球環境高」

があります。他にも、仮説実験授業研究会関連では「ルネッサンス高」があったり、特別支援教育関

連で「星槎高校・大学」があったりしていて、それぞれ成果を挙げている模様です。

じつは東御市にも「ＩＤ学園高校」という、居酒屋・和民をはじめワタミグループ創業者の渡邉美

樹氏が校長である通信制高校があります。湯ノ丸高原に行く途中に校舎があるのですが、地元との交

流は特になく、どういう教育をしているのか実際に見に行けていません。

ところで、増田伸夫先生が、さくら国際高校のサテライトキャンパスで授業をされてきています。

ぜひ、通信制高校という教育現場の様子をお聞かせください。 【今日は以上です。】
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